
テスト分析マトリクス

ピボットテーブル＆レビュー



モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

タイムチャート（20分）

22

内容 開始 終了 所要時間
テスト分析マトリクスの説明 １０分

チーム内共有・意⾒交換 １０分
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モデル 機能⼀覧

テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

ゆもつよメソッド全体像

モデル
作成

仕様書
整理

テストカテゴリ
作成

起こりうる
不具合検討

仕様項⽬
作成

期待結果
作成

テスト分析
マトリクス
作成

テスト概略設計
作成

テスト詳細設計
（技法適⽤）

作成
テストケース・
⼿順作成



モデル図
作成

テスト
カテゴリ
作成

起こり
うる
不具合
検討

仕様項⽬
＆

期待結果
作成

ピボット
テーブル
作成

テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合例

仕様項⽬
⼀覧

ピボット
テーブル

仕様書
設計書

論理的
機能構造図

機能⼀覧
作成

モデル図

機能⼀覧

プロセス全体図



モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

概要（1）

• プロセス概要
– 前のプロセスで作った仕様項⽬をもとにテスト分析マトリク
スを作成する。
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概要（2）

• 作業概要
– 仕様項⽬⼀覧（スプレッドシート）から、ピボットテーブルを使って、
機能項⽬を横軸、テストカテゴリを縦軸にしたテスト分析マトリクス
（通称︓ゆもつよマトリクス）を作る。

– ⼊⼒︓仕様項⽬⼀覧（スプレッドシート）
– 出⼒︓テスト分析マトリクス

仕様項⽬⼀覧（スプレッドシート）

テスト分析マトリクス
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⽬的

• テスト（仕様項⽬）の全体を把握する。
– 全体を俯瞰できる。特に⼤きなシステムのテストは数が膨⼤になるので、
俯瞰して全体を把握できる仕組みが必要となる。

• 仕様項⽬の過不⾜が無いか確認する。
– テスト分析の段階で過不⾜をレビューすることができる。仕様項⽬の不⾜等がある
場合は、仕様項⽬の追加・修正を⾏い、再度テスト分析マトリクスを作って確認する。

テスト分析マトリクス
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メリット（１）抜け漏れ防⽌

• テスト分析マトリクスにより、機能項⽬・テストカテゴリ単位で、テスト（仕様項⽬）の濃淡が分
かる。仕様項⽬数が少ない箇所について、仕様項⽬に漏れが無いか、再度確認を⾏う。仕様項⽬数
が多すぎると思う箇所も確認する。

• 今までのテスト分析の⼯程で何をテストするかを分析してきました。分析した結果とテスト分析マ
トリクスを⾒て、違和感が無いか確認する。
（例︓重要な機能とオプション機能を⽐較して、オプション機能の仕様項⽬数が多い場合、重要な機能の仕様項⽬が⾜りな

いか、オプション機能への仕様項⽬が多すぎる（または細かい）可能性がある）
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テスト分析マトリクス
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メリット（２）全体像把握

• テスト分析マトリクスにより、機能項⽬・テストカテゴリ単位で、テスト(仕様項⽬)
の数が分かるので、全体のテストボリュームが把握できる。（全体俯瞰ができる）
– テスト分析対象の把握、テスト設計⼯数⾒積、テスト設計の予実⽐較

• ピボットテーブルのため、数字を選択すると、該当する仕様項⽬の詳細を確認できる。

テスト分析マトリクス

仕様項⽬の詳細



モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

メリット（３）後⼯程の分担

• 後⼯程（テスト詳細設計）の実施に向け、テスト分析マトリクスを作業分担を
決める⽬安にすることができる。画⾯の専⾨家は画⾯、DBの専⾨家はDBとい
う様に⾃分の専⾨分野のテストカテゴリを担当することで、お互いの専⾨技能
を活かせる。（必ずしも分業しなくてもよい）
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テスト分析マトリクス



モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

メリット（４）保守性向上

• テスト分析マトリクスにより、仕様変更等があった際に、どの仕様項⽬に変更が
⼊ったのかトレースが取りやすいために、テストケースの修正が容易になる。

• 仕様項⽬であれば、テストケースの様な⼤量の中から変更範囲を調査することも
なく、機能、カテゴリの視点で探す場所に⽬星がつくため、作業が楽になり、保
守性が向上します。
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テスト分析マトリクス



モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

注意点

• テスト分析マトリクスで全体を俯瞰した時に、機能項⽬やテストカテゴリそのも
のに違和感を感じた場合は、機能項⽬やテストカテゴリを⾒直す。

• 違和感・不⾜・納得が⾏かない点があれば、仕様項⽬⼀覧に戻って修正すること。
修正後に、ピボットテーブルを作り直し、再度、確認を⾏うこと。

• 仕様項⽬の粒度で数値が変わる︓テスト分析マトリクスで全体像（機能項⽬・テ
ストカテゴリ単位の仕様項⽬数）を把握できるが、仕様項⽬の⼤きさ（粒度）で
数値が変わることを認識すること。
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モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

デモンストレーション

テスト分析マトリクス作成デモンストレーション

サンプルアプリケーション（BMI計算アプリ）の仕様項⽬⼀覧をベースにし
たテスト分析マトリクスの作成
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モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

ワークの実施（１０分）

• 【実演協⼒者の⽅】⾃分のチームのテスト分析マトリクスを⾒てチーム内で意
⾒交換を実施して下さい。

• 【通常参加の⽅】この後、各チームが作成したテスト分析マトリクスをもとに、
湯本さんが解説を⾏います。
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モデル 機能⼀覧
テスト
カテゴリ

起こりうる
不具合

仕様項⽬
期待結果

テスト分析
マトリクス

テスト分析マトリクスの説明は以上です
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お疲れ様でした


